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吉村達次教援は，昭和41年 1月 21日午後 7時45分，
た。享年49才。
































京都大学経済学部 池 上 惇殿
放吉村氏の学問をふりかえって
大阪市立大学経済研究所 林 直 道殿
故吉村氏の人柄壱偲んで






























































































































































































京都大学経梼学研究科大学院会代表 西 野 勉
.. (232) 第 97巻第2号
弔 辞
書材先生。先生が急におなくなりになり，先生の教えを受けた私達は，非常に悲しく
また残念でなりません。 1月3日に御病気になられ，その後は回復に向っておられると
お聞きし，再び大学に元気なお姿をお見受けする百も近いことと思っておりましただけ
に，この悲報はとても信じられませんでLた。
先生御自身が2なされようとしておられたお仕事，またs 経済学界が先生に期待を寄せ
ていたお仕事は，沢山ありましょう。険しい多難な学聞の道を一歩一歩展望を切り開雪
つつ進み，強い確信号もヮて営々と努力してこられたその途中でお倒れになり，先生も
さぞ残念なことでしょう。
しかし，古村先生。先生はすでに学問の苗におし、て，著書「恐慌論の研究」をはじめ
とするマノレタス主義理論経済学に関する幾多の業績砕残され，社告的活動の商において
も，職員組合や日本科学者会議，あるいは原水爆禁止科学者の会での運動にみられるよ
うに，わが国の独立と平和のために，また社会進歩のために一貫して積極的に大きな努
力をささげてこられました。真草なマノレタス主義者として，河上肇先生以来の経済学部
の良幸伝統であZ一途に貰理を迫求し，どんな困難にも屈せずにそれを実践してい〈と
も寸理論と実践の正しい統一を志してこられた先生。私達は， ζのようなすばらしい先
生をもったことを大きな誇りに思います。私達は，先生の学聞に対するおすがたに心か
らの敬意壱抱〈と同時に，そこから充分に多くのことを学びとらねばなら主いと決意し
ています。
吉村先生。先生は積極的に私達の中に入ってこようとされ，親切に誠意を己めて私達
を指導し，援助して下さいました。それは，ぜミに対する指導に顕著だと思います。あ
るゼミ生はこう言っています。 r先生は，僕達の未熟な言い分にもやさしく謙虚に耳を
傾けて一生懸命僕達を理解しようとされ，そのためにあらゆる機会をもとうとされまし
たJi: 0 昨年度は経済変動論，今年度は外国経済書講読を通じて，私達は直接に先生の
教えを?受けることができましたa 高度に理論的な問題号，私達が理解しやすい止うに一
人一人の学生に噛んで含めるように教えて下さった講義に，私達は心から感銘しまし
た。来年度は経済原論を受け持たれるということだったので，私達は大いに期待してい
ましたのに非常に残念です。
吉村先生。先生はまた，同好会の活動をも裸く理解し，協力して下さいました。例え
ば，春の新入生歓迎会の時には，座談会に出席され経済学とは何かJr我々はいか
に学ぶべきカリ 「し、かに生きるべきか」等々の新入生及び私達が突き当る最も重大且つ
深刻な問題を私達と 緒になって真剣に考え，指針を与えて下さし、ました。
(233) .， 
このように多方面で先生と接することによって，私達は単に理論を学び，知識を得る
だけではなしに，正しい世界観壱身につ吋るうえで多くの感化と薫陶骨受けました。私
達は先生から学んだことを永〈忘れるととなく勉学に励み，社会進歩を愛し，正義の気
にあふれた良心ある知識人として，また祖国の独立と平和に奉仕する良き日本人として，
h誠実に力強く生き抜くことこそ，先生の御思に報いる最良の途であると信じます。
先生。みていて下さし、。
私達も，先生に負けないよう頑張ります。
先生に対する深い尊敬と感謝の気持ちをこめて，お別れのことばといたしますo
J安らかにお眠り下さい。
1966年 1月31日
京都大学経済学部在学生代表
同好会委員長 沢田 徹
